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「てとてとて」は、鳴門市鳴F]町  鳴P3西小学校区の読み聞かせボランティア「お話チョボラJを 母体に
学校の枠にとらわれず、もっと広い視点で「子育て」を考えることができることを願い2013年 に発足しました。

子どもと大人 (親)と地域を繋ぐ「てとてとてJは、日常生活の中で親子が共に時間を過こす中て

『親も子も共に学び共に育つ
`学
びの場「子育て規育ち ブロジIク トJを始動。

毎回テーマに応じた第一人者を招き、子どもにも大人にもより良い学びの場を提供しています。

映画「カランコエの花」は、LGBTが抱える問題を、当事者ではなく、月日の人々
の目線から描いた短編映画です。2017年、セクシュアルマイノリティに関する

国際映画祭「レインボー リール東京」でグランプリを受賞し、日本全国の映画祭

でも数々の賞に輝いています。現在も各地の劇場で上映が続いており、企業や

学校 地方公共団体 民間団体での自主上映会も多数開催されています。

ほっし― (星野俊樹さん)は、小学校の先生です。
「男らしさJや 「′3、つうJを求められることに強い違和感や生きづらさをずっと

感じてきた自身の経験から、学校にこそ多様性の教育が必要であると強く感じ、

小学校での多様性教育を実践しています。ほっし―の「生と性の授業Jの実践内容は

様々なメディアに取り上げられ注目されています。 (*下記参照)

ほっし―と一緒に、映画「カランコエの花」を観て、

学校の先生という立場からのお話を伺い、

映画を見て感じたことや考えたことをじっくり語り合います。

講師 :ほ っし― こと星野俊樹 (ほしのとしき)さん

桐朋小学校教諭。1977年生まれ。慶應義塾大学総合

政策学部卒業。大学卒業後、出版社の編集者を経て

小学校教員となる。現在はl年生の担任をしている。

多様 生教育の実践を現在試行錯誤中。
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あなたはどうしたいですか? あなたはどんな場所で過こしたいですか ?
お片付けの極意とは、 じっくり自分で自分を見つめること。答えは自分の中にあつます。

,全体を捉えて、片付かない理由を考える

2と んな場所にしたいか とうしたいか、とことん考える
0全部出して 必要なもの 好きなものを選ぶ

`4分
類する 自分なりの4分類でOK

●決めた置き場所場所を守る工夫をする

あなたの「ものJは世界に繋がっています。長く ずっと使えるものを選んで
捨てるものを減らすのも 地球のために大切なことです。

Vo 2徳 島お片付けラボ 竹内真理さんの
親子のお片づけ講座 ～お片付けから見えること～ o゙,8121動

特別講義 :坂本有芳さんの「お片付けから消費生活を見直そう,

場所や空間 そしてお金にも限りがあります。よく考えず簡単に手に入れた物によって
あなたの大切な空間が ただ物をため込むだけの場所になっていませんか?

片付けの第一歩は しよう場所 >し よう物 が成立していること
使わないものを買ってしまい捨てる (=失敗)を  学びに繋け成長しよう
自分にとって価値あるものをよく考えて選び 大切に使おう

あなたがお金を払って物を買い生活すること C肖責活動)で 社会 |ま変わります.
とんな物を作る会社や人を応援したいですか?

しっかり「自分のものさし」で予算を立てて考えましょう。
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